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富山県

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全推進事業
中山間ふるさと・水と土保全対策事業



１．事業実施の基本方針

令和７年度

２．事業計画

富山県農村環境創造
基金事業

中山間地域をはじめとした農山村地域における豊かな自然の
保護活動や集落保全活動を支援するほか、農山村の魅力や大
切さを普及啓発するための広報活動等を実施する。

①

ふる水
第3-2(1)
第3-2(2)
第3-2(3)

5,591,000

棚田地域水と土保全
基金事業

棚田地域の有する多面的機能の維持発揮等を目的として、棚
田保全活動に対する支援や棚田地域の魅力発信、都市住民と
棚田地域との交流の促進等を実施する。

②

棚田
第3-2(1)
第3-2(2)
第3-2(3)

3,852,000

都市農山漁村交流対
策事業

農山村の豊かな地域資源を活用した田舎暮らし体験の提供な
どを通じ、都市農村交流人口の拡大を図る。

③

ふる水
第3-2(1)
第3-2(3)
棚田

第3-2(1)
第3-2(2)

7,501,000

中山間地域チャレン
ジ支援事業

中山間地域の活性化に向けて、集落と地域内外の企業や団体
等が連携して取り組む試行的な活動に対して支援する。

④

ふる水
第3-2(3)
棚田

第3-2(2)

3,000,000

中山間地域保全パー
トナーシップ推進事
業

中山間地域の資源活用や農村ボランティア活動に関する情報
等を集約し、企業・大学・市民団体等のマッチングにより地
域の活性化を総合的・専門的に支援する。

⑤
ふる水
第3-2(3)

2,950,000

鳥獣被害防止総合対
策事業

イノシシ等の野生鳥獣による農作物被害が深刻化しているこ
とから、総合的に鳥獣被害防止対策に対する支援を行う。

⑥
ふる水
第3-2(2)
第3-2(3)

6,703,000

2024年度

30,401,000 29,812,600 29,224,200 28,635,800 28,047,400
146,136,903

16,322,000 15,989,800 15,657,600 15,325,400 14,993,200
78,303,903

14,079,000 13,822,800 13,566,600 13,310,400 13,054,200 67,833,000

26,268,235
26,268,235

13,814,715
13,814,715

12,453,520 12,453,520

目標年度

現状と課題

計画後の
目指す姿

・地域住民主体の活動の支援を継続して行うことで、地域住民の共同活動を活性化させ、ため池、用排水路、農道等の有する多面的機能の良好な発揮を図り、自然、景観などの地域の大切な資源を保全・活用して美し
く住みよい快適な農村環境を創造するとともに、中山間地域の貴重な地域資源を保全しながらその活動を支援し、持続可能な農山漁村の構築を目指す。

・本県の中山間地域では、①過疎化・高齢化の進行や担い手の減少、②荒廃農地の増加等による農山村の持つ公益的・多面的機能の低下、③農地・用水等の維持管理や食文化・伝統継承などの集落機能の低下、等が懸
念されている。
・本県では、法指定の中山間地域に加え、農村集落機能の保全のため、県下の市町村基金を造成している市町村の農村振興地域を中山間の流域ととらえ、一体として事業推進することが効果的な地域として基金事業の
対象地域とし、集落共同活動の活性化の支援を行うとともに、農村の管理保全に対する意識の醸成を図ってきた。
・また、美しい田園空間が広がり日本の原風景の一つといわれる散居村において、それを醸成する屋敷林や伝統的家屋の維持管理が困難である等の理由から年々減少傾向にある。
・今後こうした状況を踏まえて、中山間地域における支援や維持発展に向けた取組みが求められる。

事業（取組）名 事業（取組）内容

達成すべき
目標

との関連
総事業費５ヶ年間の事業(量)内容

事業実施の
基本方針

・地域住民が主体となった、集落共同活動やNPO・企業と連携した集落機能の強化、集落間ネットワークの構築等を支援する。
・地域資源を活かした新しい事業の創出や商品開発の推進などによる地域特産品づくりを含めた多様な産業の創出を支援する。
・都市住民の志向の多様化を受け、都市とは異なる豊かさを求める農村回帰の流れを捉えた都市農村交流の展開を図る。
・農村景観を地域資源の一つととらえ、散居景観について、地域住民をはじめ県下全域での保全と利活用の意識の醸成を図るため、各種啓発活動を行うとともに、実際に地域住民が主体となって行う各種企画活動に対
し、関係市町と連携して支援を行う。
・地域資源の利活用はもとより、既存の資源を後世に受け継いでいくために持続可能な形で保全していく取り組みを随時実施するとともに、地域における保全活動を支援し、継続させる。

事業実施
要綱上の
該当項目

2021年度

・棚田保全活動支援事業において、年間平均２地区（継続地区含む）への支援を目指す。
・棚田地域をはじめとした農山村地域の素晴らしさを発信する「とやまの農山村写真展」を年１回開催する。

・美の里保全活動支援事業において、年間平均４地区（継続地区含む）への支援を目指す。
・農山村地域の魅力を発信する広報誌「ふるさと夢とやま」を年間１回発行して、広く県内外の人に向けて普及・啓発する。
・「田んぼの生き物調べ」の実施によって普段田んぼや農に関わりの薄い子どもたちに対して、体験の機会を提供して農村に対する意識の醸成を図る。（年4カ所での開催を目指
す）

・都市住民の農山漁村への定住志向の高まりを踏まえ、農業・農村を切り口とした交流人口の拡大を目指し、農山漁村体験等の田舎暮らし体験講座である「とやま帰農塾」を今後
も継続して開催する。
・中山間地域等において県外との交流・関係人口の拡大に主体的に取り組む地域を年間平均1地域以上選定し、地域特有の魅力を活かして都市住民との交流拡大を図る。

・新商品の開発や販路開拓、農業参入者の支援等を年間平均８地区に対して実施する。

・中山間地域の担い手確保と深刻な人材不足に対処するため、農業農村サポーターを派遣し、地域課題の解決と農山漁村体験の場の提供を行う（目標年度までにサポーター245人
（年）の派遣を目指す）

2022年度 2023年度

うち棚田基金

うちふる水基金

・各種団体との連携を強化し、広域的な被害防止対策を支援する。（野生鳥獣による農作物被害額を4,800万円以下（R8)になるよう目指す）

計画事業費

（実績額）

うち棚田基金

うちふる水基金

2025年度



３．事業実施の成果目標と実績

④
中山間地域における地域活性化
を目的とした取組みの増加を目
指す。

地域と企業・団
体等が連携する
地域活性化活動
数（累計）

67団体
（R2）

116団体
(R8）

14地区
（R2）

20地区
（R7)

⑥
野生鳥獣による農作物被害の減
少を図る。

野生鳥獣による
農作物被害額

6,524万円
（R2）

4,800万円以下

（R8）

達成すべき目標 指標 基準値 目標値
年度ごとの実績

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

①

⑤
多様な形で農山村地域に関わる
人口を増加させる。

農業・農村サ
ポーター活動参
加者数（延べ）

98人
（R2)

245人
（R8）

農山村地域における多面的機能
の最大限の発揮を図る。

美の里保全活動
支援事業実施地
区数（累計）

③
都市農村交流人口の継続的な増
加を目指す。

15地区

5,737万円

201人

備考

30,816人

達成度

　

②
棚田景観等を保全する交流活動
の活発化により、棚田地域の機
能・景観維持を図る。

棚田保全活動支
援事業実施地区
数（累計）

31地区
（R2）

40地区
（R8）

32地区

農林漁業等体験
者数（延べ）

20,850人
(R2)

74,200人
（R8）

76団体



４．事業評価と対応

　

備考

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし

外部有識者の所見 所見を踏まえた改善方針

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし

　

多様な形で農山村地域に関わる
人材を増加させる。⑤

⑥
野生鳥獣による農作物被害の減
少を図る。

達成すべき目標

農山村地域における多面的機能
の最大限の発揮を図る。①

事業実績の評価

③
都市農産交流人口の継続的な増
加を目指す。

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし

②
棚田景観等を保全する交流活動
の活発化により、棚田地域の機
能・景観維持を図る。

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし

④
中山間地域における地域活性化
を目的とした取組みの増加を目
指す。

R3年度：意見なし
R4年度：意見なし


